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電子のもつ軌道モーメントはMn酸化物の超巨大磁気抵抗や鉄系高温超伝導

の形成に関与していると考えられており、その輸送特性は興味深い。しかし

上述のような遷移金属の場合、原理的にスピンと軌道を分離できないため、

軌道の寄与のみを純粋に調べることは難しい。一方、希土類元素 Pr イオンが

立方対称の結晶電場中にあるとき、磁気モーメントを持たずに f 電子軌道で

ある多極子の自由度のみを持つ非磁性の基底二重項が実現することがある。 

中でも、立方晶 PrV2Al20は Pr の持つ局在 f 電子と伝導電子の混成が強い系

として注目されている。本系は 0.6 - 0.7 K で多極子秩序を示し、さらに 0.05 

K 以下で重い電子超伝導を示す。この多極子秩序は相転移温度が低く、かつ非

磁性であるため、その全容を明らかにするには高磁場と極低温を両立した実

験が必要である。 

私は PrV2Al20に対して 1 K 以下の極低温で、最高磁場 15 Tesla の磁化測定

および、30 Tesla を超える高磁場下での磁気抵抗測定を主に行ってきた。そ

の結果、B ||[100] 、12 Tesla 以上でのみ新たな高磁場相が現れることを明

らかにした。本講演ではこの高磁場相で観測された、大きく異方的な磁気抵

抗効果を中心に議論する。 
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